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松部。。
、第究研

/ 

年1月20日にとった。 、1

(3) 対象児の選出基準と調査の経緯

@ 死亡小票か6該当日月帝児ゼ死古2日以内の発病

の例を抽出するぶ(第五次ス;-:?，j)ーニング〉、 、一 J ホ

②その中から、明らかに突然死である群('1'群)i;'疑

いのある群(士棒〉と突然死が否定できる群E一群}に
分けた。(第 2次スタ!J，，-";，::，，_:'~;V)o .そ'11.)根拠はJい臨床苑

亡診断及び死亡までの時聞を苦手照じた。一円 九、

死c診断が不詳で死亡まで由時間も無記入例は、司法
解剖された例が多いがこo :ltも〈土3群h L-で省ませ、t，:. o~;'

③ c+)群及び〈土〉群に対して、診断した医師へ調査
用紙を送付じ、~苑亡状況と死亡診断に主り仁突然死1、で
あるが杏虫、世確認じたら .... r ;' ! l¥ ，1 

@〆ー部地域でほ、、有志保健所長及保健婦の協力昔得

て、保健婦の家庭訪問を行、<>宅もらい、調査用紙~用山

て死亡時状況を記λじ送付じてもらったド""， 合

⑤ j以止の操作に志り決定じだ突然死例にういで、ρぞ

の地綾田対象乳児母数に基づいをピ発生頻度を算出¥o花。、

⑥上記死亡小葉、医師及び保健婦の調査用紙主主l与

に、死亡の発生巴関連のあるu思われる因子。分析を行
った。

一2)>'，:各地域で申調査方法申実際:，i 〆

(1) 東京都

J ①三昭和46年 1 月 >1 日~12月注目白閥ii; 東京都在籍

乳児の死亡小葉2.554枚〈男1.434例、女1.120例〉を東京

都衛生局統計課に於い~p絞島が閲覧じて亡骸当児を分析

した結果、第lスグ!).，.;..'土孟 γ併に於"1;':'でぶ212例〈男児

1旧例、女児108例〉が抽出ざれたν川公沢氏〉
'.② この例にうき、死亡診断書に記載孟れでい右医師

へ調査を依顧した。. 、 i 九Jハも

そり返信は、 24例〈返倍率17，.1%)で7ある出d別表
l参照〉 ヘ J べ i 、tlU〉

富之助鳥

. 1 研究、目的

乳児の r期待されない突然。死古」は、家庭:や保宥所
における重大な問題とな':';':-(X;、るうえに予防接種施行後

にも稀に発生してい;;;が、それらめ場合に前ける、家庭

における両親、保育所に掛ける保母、診療に当らた医師、

予防接種施行時D医師などり道義的、民事的L刑事的な
責任り所在が霊要な関心事になりつつある。 Jも:

Gがるに我が国たは二従来この「突然死1に関する広

範な疫学的調査は皆無であっ社。僅かに公昭和46年度厚

生省医療助成研究由一つに本研究、瑳町内藤4松島、松

倉及び大国が東京都及び大阪市に軒ける疫学的調査を部

分的に行みたものぷあるにすぎないが‘その研究も不充

分な調査であ乃た。 仁日本総合愛育研究所紀要第8集〉

翻って、外国では乳児突然死の研究は数多4なされ主
いて、その頻度、原因調査は色あろんのとと原因対策ま

でなされようとしている趨勢にあり、我が闘に対じだも

間合せ:カ守ズ炉J品現状にある。
、，そこ暗主主々 は、iι東京都ぃ埼玉JIl!<、札幌市及び川崎市の

全乳児のうちり乳児突然死の調査を施行し、そり頻度と

発生条件の分析を行。化。

研究方法

lt':;対象児町選出方法 ' 

(1) 突然死 CS，I.D.と略〉の定畿ば、梅外可研究の際

民用いtいる一般的な次の定義を採用Lた。

①生後8日目-llカ月(満l才〉までの期聞に

②一見元気にみえたものや、最後の病気が死亡する

ほど重〈ないのに死古している状態でみづけだか、死亡

しかかった状態でみつけて、病院につ《古でに死亡Lた

均等司着'1:時間以内に死C じた車、りをいう。，

(2) 乳児死亡小哀の使用許可を行政管理庁より昭和48
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別表1 (1) 医師の返事

、二ご
東 京 埼 玉

llf除去
百十

N % N % N % 

返 ，)1: あ り 241 17.1 33 61.1 。 。 27 93.1 84 33.9 

11 な し 116 82.9 21 38.9 25 100.0 2 6.9 164 66.1 

計 140 100.0 54 肌 q 25 100.0 29 100.0 248 100.0 

(2)保健婦 D 返事

、ご¥¥¥¥|l東N 一I% 京 埼 宝

N % 

返 司E あ り 72 51. 4 。 。
11 な し 68 48.6 54 100.0 

計 140 100.0 54 100.0 

③ そり内容及び死亡小栗から明らかに突然死から除

外できるものを除去した結果、男児75例、女児65例、計

140例が残った。

④それらの例につき、東京都の有志0保健所長及び

保健婦の協力。下に、家庭訪問を実施してもらったが、

返信は72例(返信率51.4%)であった。

⑤母数には、東京都庁より各区市町村別に乳児出生

数と早期新生児死亡数を問い合せそ四差。曜を用いた。

(2) 埼玉県

① J 本庄保健所長玄十嵐康雄氏の協力を得て、全県22

保健所長に昭和47年1月1日-12月31目。関の該当乳児

を各保健所長保管の死亡小票から抽出してもらい、一覧

表を作:-?:t'もらった。(第1次スタ !t;:アユ γグ〉

② 当方に於いて、第2スグ"ーニシグを行い、総計

54例の該当児の死亡診断盤作成医師に調査を依願した。

返信33例(返信率61.1%)最終的に骸当児は54例 f男児
35例、女児19例〉であった。

@保健婦の家庭訪問は、協力が得られず実現できな

カミっ主己。

④母数には、昭和47年。正確な値がないので次白式

を用いて推定した。

昭和47年乳児数=昭和46年乳児数×昭和46-47年目人

口増加率

、 102;897人=96，744人X1..0636
ぃ男女の比事が106.18'1日日なので

〈男児52，991人、女児，49，906人〉

昭和47年早期新生児死亡数=昭和46年早期新生児死亡

数×昭和46-47年の人口増加率

790人=743人Xl.0636

く男児407人、女児383人〕

腕 E十

N I % I N I % N % 
。 。 19 65.5 91 36.7 

25 100.0 10 34.5 157 62.3 

25 100.0 29 100.0 248 100.0 

昭和47年対象乳児数〈推定)""昭和47年推定乳児数

昭和47年推定新生児死亡数

102， 107人=102，897人一790人

〈男児52，584人、女児49;523人〉

(3) 川崎市

①川崎市衛生局長訟原正造民り協力白下位、全市

7保健所長に埼玉県の場合と同様の方法で人昭和46年、

47年における対象児の抽出及び医釘1:，>0)依頼を行った。

第1次スグりーニγグ. 例

医師からの返信例， 0倒(返信率 0.0%) 

最終的に、計25例 (46年， 15例町 47年， 10例〉

②保健婦による家庭訪問は、協力が得られず実現で

きなかった。

③ヘ母数は昭和46、47年の川崎市の統計によった。

(4) 札幌市

①札幌市公衆衛生局長 立野太刀男氏り協力の下

に、全市7保健所長に川崎市の場合と同様に調査を依額

した。

対象年は、昭和44年、 45年、及び46年 0).3年間であ

る。

② 医師及び保健婦の調査は全例完遂された。

③最終的に3年問。対象児は、 29例〈昭和44年10例、

昭和45年11例、昭和46年8例〉であったる

@母数は、昭和44、45、、46年の札幌市町統計から算

出した。

E 研究成績

1) 乳児突然死申顔度

(1) 乳児突然死の頻度を全体からみ>.>と、第1衰の如

くなる。
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;~y--'も'，.'.人 J、 J、，、 第 1~ e4.地域における 8:I.D:の頻度r:~~.-':. ...;.ゾ、二 九示、

出 生総 pt場|対象主削減ID:込:1184先手ぇ同
東 男 749 119，225 /15 ノ 6.29，. .-

ノl1，，576925203J 吋京。 1号 112，603ρr 586 1112q4172 、干 1460 5 65.080 5 
846 計 ?32，577 1，335 231; 1， 

12，062 7; 80 1，723 
JII 崎ミ

12，124 62 5 
， 1 ， 4~7ヲ11，628 50 11，578: ， .8 J，j 6.91'、、

8'46 百十 i '23，752 咽討 112 23，640 ，1:; 6.351戸、 .1，576、

JII 
1男 '10，754 134 10，620 |月 5.65. 1，770 
崎 女 、9，967 120 9，847 4 4.06 22， ，462 

847 計 20，721 20，467 .. 1'0 1，" 4.89 047J 254 、 ¥ 

JII 崎 女男
22，878 196 22，6〆82白d一 13 ， 5.73 1，745 

" ': 
170 21，595 21，425' ド12

|;F55-仰67 : 
市 1，785.' 

C'J、計〉 、九言f '44，473 366 44，107ベ 25 1，764 Jず1、

埼
l男 52，991 407 52， 58f. ， ，35 " 6.66 L560026 ~J 
玉 女 9 49，906 383 49，523 19 3.84 Z、

847 言l 102，897 790 102，107' ， 5往 . ". 5.29' 1;891 

札 腕 女男
10，188 56 10，1'32 ハ 7 6.91' 'リ 1，447 

. 9，679 43 ぞ9，6争直ノ 3 3.11，ρ3 3;212 

844 t百十 19，867 "，' 九 99 19，768 10 5.06 1，977 
.‘J 

" "":._~.. 

腕:男 10，505 58 10， 4~7 ， 5 64.1098 、，;，~， Z1 ，089 札
9，87y.r 6 女 () 9.906 ぃ 35 

845 計 20，411 93 ふ 20，318 ":11 /;~; .5強1口 E1，，68445 7 ，t 

一

キL 幌 男 11，108 54 、 11，054 にい5

);山，J2S4i.597官25、f江、

三.. 2，211 

女 10，236 51 

84.6 、計 2)，344 105 

腕 男札
.:31，801 、し ハ 168

女 29，821 129 

: .(小計) .. 計 61，6n 297‘f 

総 苦勇汁 441，569 2，788 

'227，644‘ l' 'U20 
も

、一 女 '213， 925 1，268 
6・.白、 a‘

①対象母数

!東京都γC昭46年〉、 JII崎市〈昭46、47年〉、，埼玉県〈昭

4Jf:モ)~'札幌市、(昭 44、 45、 46年〉の乳児総数はι計

441，569名である。このうち、早期新生児死亡総数は、

2，788名なので対象乳児総数は438，781名となゐだ。

i ②乳児突然死数は、 248名であ勺た唱で乳児人ロ l

万火対の乳突然死数ほ、 5，65であ恥ι逆に突然死L人当

りの乳児数は、 1，769人となる。

、12) 地域差 日

① 基地域周乳児突然死四頻度を比較すると、平均値

3 3;396 

21;23宜， (¥， 8. ': 2;655λk 

5.37‘〆、

ミf-dt，2I2j，，i1B47614 5 1-ノ

31，633 17 

29，692 12 4.04 
、 I

61，325 29 4.73 ' ;:':'，::;9: ;'~_l Ji; \_r; 

423286J .，178L24 1 白1 、211J40148 0 8 
bS.v 65 

Ju JXl1ii，7mB669 9 号1一19 

5.08 " 212，657‘ ，、、

1万:5.65K:比べ宅、最も多いりは東京都のi'6:05.巧あ

.().，ついだ川崎市町5.67で平均値と等しく、るいで埼玉，

県5.29とやや低そ、札幌市は3年間の平均は、 4::73t己最

低値を示1手ている。 ふ

②同じ地区内での年次的推移をみると、

ぷ〉川崎市では、昭46年は6.35であるのに比4で、

昭47年では4.89と慈しく低率となっている。 九%十:"，'! 九七 γ

b)札幌市では、昭44年が5.06、昭45年が5.，41r<:あ

るの匡比べ?亡じ昭46年では3.77と急に低率胞な冶て似るたび;手

点が注目されよう。'，_>.i (~_: 
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1，494 

7.41 1，349 

7.36 1，359 

6.98 1，432 

1，467 

ゴ日
計|問問

市町村 計 古

計I59，888 I 35 

東 sれい山…1口山山一1げm7M6 「:可:石; 
京 F ♀ 112，017

1，617 

1，711 

1，569 

1，723 

6.09 I 1，640 

以上田ことから、年次的に乳児突然死の旗度の変動が

大きいことが判明した。

(31 地区内の差

①来意都内における地区差

a).23区と都下町比較(第 2-1~提〉

総計rでみると、合計の 1万対突然死数は、 6.18であ

り、都下のそれは5.84でほとんど差がみられない。

b)区内の比較

庭問の乳児大口数が少いので正確な評価はできないが

乳児突然死句高い傾向の区は、千代田区、中央区、港区、

江"8)11区、葛飾区、足立区白各区である。

。)23区内グループ別の比較〈第 2~2表~第 2-

4表〉

23区をSつ申!f".ループに分けた。百J1グループは、都

心より東から北部にかけた地区でいわゆる「下町」地区

である。 (8区〉

第 2!f".ループは、山手線の内及びすぐ外側の地区であ

る。 (9区〉

第2-2表東京23区グループ別突然死頻度

(11 第 1グループ 単位(人〉

区 児数ド腕数民密会隆寺弘金

利:::[リ ;::|L2

可 :zi:|l;::i22

l司
6，803 

6，476 

2，264 

2，079 

4，403 

墨色 I2，581 

4，051 I 3 

間♀

江吉

東♀

台 S

東平

グ
ノレ s 
i 計門
:-./子

I 23弘吉
|区削♀

2，497 

4，094 

3，929 

勾，6
 
9
 
1
 
1，810 

32，858 

31，023 

87，513 

82，312 

2 

1 

1 

3 

1 

0 

22 

23 

十 .56 I 

1ハ 49 I 

11. 76 

4.63 

8.83 

4.81 

2.27 

7.41 

7.75 

4.00 

2.44 

7.64 I 

丘08 1 

6.70 

7，41 

6.40 

5.95 

850 

2，159 

1，132 

2，079 

4，403 

1，350 

1，291 

2，497 

4，094 

1，310 

1，967 

1，494 

1，349 

1;563 

1，680 

第3グループは、萄Lむよりみて商~、西~、西北の比

較的郊外地区を古む。く6区〉

d)グループ別の小計でみると、 23区白平均値6.18に

比べて、 lグループは7.36と数も高率で、 2グループD

6.90がこれにつぎ、 3グループが4.94と箸1.-<低率であ

った。

すなわち、東京都における乳児突然死は下町地区に最

も多く、ついで都市心部であり、山の手地区が最も低率

であった。

2) 性差(第3表〉

(11 全体からみると、男児<c>1万対突然死は6.27、女児

のそれは5.14であり、女児の方が少い。男女=1.23.: 

lとなる。

(21 地域別にみても、男児の方。死亡が多いもりが多

く、僅かに川崎市昭46年札幌市l目指年が例外であるにす
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第 2-3衰 〈 ι:、 、

(剖第早グループ 単位〈人〉
f、'、〆.，・.

区 |制服|突然死数総務|錦絵

千代困古 50711119.72| 抑

♀ 461 1 0 

7つ~I叶 751 

臼6I ，、

色
港

1，630 1 .，，5.95 1;'680 

♀ 1，731 3 17.33 577 

文京 S
1，966 ， 1 十.5..09 1; 966 

F 

♀ 1，8，42 1 .5，.43 1，842 

色
高川

見249

♀ 3，422 3 1 8.77 1，141 

色
目黒

2，678 十， 1 3.73 2，687 

♀ 2，621 。
古

新宿
3，253 パ l " 3.07 3;253 

♀ ン3，057 2 ，，，.6.54 1，529 

渋谷色♀ 
2，311 2 、8.65 1;156' 

2，234 、2 8.95 1，117 

豊島 告♀ 
3，160 3 n，9.49 1，'053 

2 . .0.62 1，510 

Fループ色 20，.052 " 14 6.98 1，432 

言庁 ♀ 臼，C!'i4 . 13 . .1).82 1，467 

23 区色 8~， 513 、56 6.40 1; 563 

計 ♀ 92，月12 49 5.95 1，680 

ぎない。しかも、この場合でも例数が少い白で、誤差縮

図内位入るもQ)、と考えてよL、。
年次的な因子も加えると、男児の方が著しく死亡率の

高かっ t~ lO ft...札幌市甲南44年〈男鳥匁1 女3.11) 及び
昭46年〈男4.53、女2.95)埼玉正男6.60、主3.81)】川崎

のi~à1竿(男5'旬、女4.0のである。! い

ス (31 埼玉県り例を交に分析す石と二!(第 3--"1'~4

表〉 、、 ，ょて

: (a).:男児は埼玉め計では1:初であるのに比べ>U型で
は5.90と低〈、 UR裂は6.87、R型では10.23ι商ミな

っている。、 1 、
{防女児では、埼玉。計ではl.19であ:<1のに比崎、.U

第 2+-4'表 '山川[ . 1 - ;:ミ

{司災3グループt 単位〈人〉
、.， 、、、.. . 
区 対象乳児数突然，?E数在然員死十数Z暗1殺品会，'"..司、

世田谷 色
7，592 、3 3.95 2，530 

♀ ，~， 142 3 4.20 2，381 

大!回 d 7，639 5 6.55 1;528 

♀ も150 6 8.40 1，192 

申野吉
，，3，臼5 2 5.47 1;827 

♀ ..3，378 1 .2司8 3，378 、司

杉，、並 。 i'~'.f10 5 9.60 r、1;'042

♀ 4，827 見。 ，、，

竺竺11:: z 
i 3 5.29 I 1，891 
. 2 ， .3.76 2，663 

4，持36 I 2 4.14 2，'418 

4，393 ¥ 1 2.28 4，393 

グループ色 34，603 、20 :μ&.78 、1;730

i号t，♀ 32，21& ， ，13 l;)~・ 0，4 2，478 

23....区古 員7，p13 μ&6 ン.6.40I 1;'5631 
臥計

v 古 82，312 49 .，九千里5 1，680 
1 、

型3:57、R型3:'34と低値fii7:>に、 UR型は6.39と商値を
示Lている。

以上むことからで般に埼玉県10SiI，D. (突然死3は都
市よりも郡部に多い傾向がみられた。....，'.， γ

(41 JII崎市町昭46.、47年の保健所別例 S.I.Dλをこ〈第

3-5、6表〉にあげtおいたQ >-， 、 打

、3).乳児突然苑申発生に関係10晶る条件 、

(1) 死亡月令〈第'4..."l表).. .，. 

①全体からみ~主，.:1ヵ河代の死亡が、17;.7%と最

高を占めミ'0""&ザ月.wま巧が脅月、ともに10%代を占め、
立柏会計が73，8%を占時て町る。: 一 J 

ついで、 6~7 ヵ月が計12.5%で上記D月令につい汚

多く 8';j，，:月以後は少か訟花、 β 〆，-.，..-，，;、仏三 ι、、れいJ

②性別にみ支払や除り同様め傾向:を示C[)~ている

浩Lと4に女児に於いだはl、時沼、河ゆ死亡が最も褐寧
でC計'33.4%)、ついで古-:-;'-:4'元凋申計22:'2%がこれにヲ9
3ぎ、 γついで5 ヵ月、:-1'ヵ河 ~i '6 (;ヵ月比抗河の顕だおれ

その他D月帝は少し、。 心、 dう (>'-;:).i~) ~t;:. 

これに対L'C<'男児革 tヵ丹が最高め死亡恥をあおこ

!とは女児事恥わちぬが、ついで0ヵ月(1il，'6%D.!2五河
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第Sー 1衰 埼玉県保健所類型別突然死頻度(U型?

中央 S
♀ 

日1

4，648 

4，378 

5，627 

5，299 

od 5 
5
 ，
 

2
 
2，411 

露目、;| :::;| : 
Iヨ11711
越谷;目「|寸

A

。。?一
A

。。
T

品
目
J

一

ム

γ

有

一

言

型

玉
U

埼

4 

3 
-
aυ 8
 

1，295 

1，162 

1，459 

5，627 

5，299 

853 

1，206 

965 

1，820 

2，999 

2，824 

23，761 

22，378 

48， 106 

45，323 

8
一

お

印

6.85 

1 

1 

1. 78 

1.89 

1，697 

2，797 

1.374 

2，385 

2
 

ワ
al
 
l
 

qo

。ゐ 8.30 

10.36 

5.50 

3.33 

3.54 

14 

(12.9%)とつづき、ついで3ヵ月、 5ヵ月、 4 ヵ丹、

7ヵ月。順であり、その他。月全は少い。

121 死亡季節

①全体から見ると(第 4~2表〉

i)月平均約20名D死亡となるが、それを上回る月は

l月、 6月、 2月、 7月、 8月、 12月の順であ争、逆に

少い月は9月、 10月、 11月、及び4月である。

ii)季節別では、冬季 (31.1%)と夏季 (30.7%)に

多発し、ついで春季 (22.6%)の顕であり、秋零 (15.2

%)は明らかに少し、。

面〉性別にみると、 a)男児で怯L月(12.9%)2月

(12.1%)が最も多く、 γついで5、7月の願であり、最

も少匹、自は、 10月(2..9%)で9月、 4月が最も低い。 b)

女児では， 6月が最も多く(15.7%)ついでZ月、 8月、

12月であり、最も少いりは11月 (3.7%)、9月 (4.6%)

5月 (5.6%)の暇である。

②札幌市の S.LD.例を挙節JJIJにみると(第4-2
妻〉、この傾向はさらに若し〈なり、冬季に45%が集中

保飽所|対象乳坤然死数陳謝鈴説者

鴻巣;|:ご|:|:;|:::; 

:J11:jjlイ
ぺ「色村♀一ベ一古川一吋一
S
U
E
S

町
一
ゴ
ベ
一
叫
一
叫

1，055 

994 

1，028 

1，506 

1;420 

820 

773 

372 

350 

975 

919 

1，354 

1，276 

1，008 

949 

972 

915 

11， 

48，106 

45，323 

3
 
3
 
0
 
1
 

l

1

 

0

0

1

1

 
8

8

 

2

6

 

0

9

 

，
 

1
 

1

1

1

 

9.73 

377 

1 26.88 372 

。

2 

0 

14.77 677 

2 

2 

19.84 I 504 

21.07 I 475 

Zu::;s下つ孟2 

0 

13 

4 

百三
L、ついで夏〈幻 5%)、春 (20.6%)の順で、秋 (6.8

%)には著しく少し、。

③東京都、埼玉県及び川崎市町 SJ.Dを季節別に
みると、

i)平均より多い月は、 1月が最高で、 (12.3%)つい

で、 6月(11.9%)、8月(10:5%)0)販である。
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第 3-3表向前 (uR型)， 

保健所 1対象手間数1突然科~'~I人、総旧死1 万数l当b然死乳児1 入数

3 1 5出川越
♀ 4，811 5 1 10 

所沢:¥;::蜘|♀ 3，765 。
春日部
<')1' 2，533 l 3.95 2，533 

平一色385 2 8.39 1，195 

色
UR型計

11，638 8 1，455. 

♀ 10，961 7 6.39 1，566 

<')1 48，106 35 7、28 _l，，374 
埼玉計 ♀ 〆

45， 323 19 、4.19 . 2，385 

第 3-4衰肉類型別数ザ 、3

保健所型陣乳児数突然死刻懲暴走Z層努羽
U 型 42643，51939 1 

22 4.77 2，097 

R 11 

" 
6.89 ←'1，452 

UR " 22，599 15 6.64 1，507 

埼玉計¥'93，剖| 1，730 

::??寸閉221!?
大前~\， 引 :| ; lu=; 

ミ:;;計~¥. 10.62¥' 883 [ 
4:::引 b¥グマ!?:勾2

侭 :1':::|:l:::l:;; 
ペ1;zi;:|、ぷ11131
多摩 ;l;:zl :|;;:l:z  

計 ;;l::zl;l::|:;;

第3ーヰ6表 47年川崎市保健所別突然死頻度

保健所|対象乳児数|突然械受襲暴走務管室完全

s 987 。ν 
川崎
♀ 917 。

¥ 

回 tb$ ..... 1. 〆ι 

♀ 664 1 .'. ，1 1 15，06 664 

的 |2lw|
407 

753.... 1 :0 ♀ : 、 ーニ E 

4 
'色 ]..0 lQ.65 939 守: 939 

'* ♀ 871 ぷ '1 11.48 871 、

今中原$
2，361 。

♀ 2，193ぺ γl  4.56 2，193 
目‘ '一、 一喝 ， 

ll  

津 S 2;.415 1'" '2 8:28 . 1，208 
筒 よ;，よ..;，

_-2，241 ♀ 2，241' 1 .1 4.46 ， 

s 
P、II，，TBb322い

:1町、l 5..37 1，862 . 
多摩

， 

、っ♀ 町。
色 10，09円4 i6 1) 1，682 

♀ 9，369 戸川、 4幻 2，342 

総 J 計 119，4ω|~JW1414-IW6

f第4':';1褒Cs.hDの;発生そ及ぼす条件〈死亡月令〉
.. a、

宛t:↓三塁、三 L 女 L計

t.~ 丙司ヲfNI% 利%
三8-30d 一f、 iλ91 1一3三:6γ7ノ入III 7.4会 2人71 10.9 

1m 1 d"，-1. '231.'.16.41 211 19.41: 441 17.7 

2 m 1 d - 1 181 12.9 、151 13. 91. 331 13 
3mld.-.L 1?IIL4JI2111・tli 281 11.3 
4、ml近~一 al10: 01 i • 121 u.il: 261 10.5 

5 m 1 d -1 '. 151 10. 'II' 10 〆 p証buELs 7 9 s J2510.1 
6mld~d6 f 424 : 37135.2  
7 m 1 d-1 UL. '7:91:戸法'.71 :6，51 181 7:$ 
8hL d~~311-ih7  

~: ~::: 1 +1 i161!" !IJ:~I ~I ~:: 
10m 1 d-1 51 3'61 . 51 .4:Pj 101 .4.0 
111n~l30d 32.1$4371 h728← 

~ß な1.. 1 01 0.0 弘、0.911' 11， 0..4 
〉W 七F LJパ‘'， 

ハ計 |十∞ 0110いl|:ベ:山
-37-



&l 

Fき
札幌(44~46年〉

男女計

N [ % [ N [%  I N [ % 
1 月 21 11: d 。
2 51 29.4 2 16、7 71 24.3 

3 1 5.9 。0.0 
4 。0.0 司 16.7 21 6.9 

5 21 1l.8 1 8.3 31 10.3. 

6 l 5.9 l 8.3 

7 21 1l.7 31 25.0 

8 l 5.9 。0.0 11 3.4 
9 。。。 l 8.3 l 

10 。0.0 。0.0 。0.0 
II I 5.9 。 1 

12 21 1l.7 21 16.7 41 13.811 

記なし 。。目。 。。。 。0.0 
言十 171 100.0 12 100.0 291 100 

汁γ|汁オ寸r
冬 1 161 13.01 
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% 1 1剖 9副
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第 4← 3表心札幌、，東京町月 ~IJ、 v最高、最低

平均気温 !、 J単位やC)，

札 幌 東{ 京 平均気

最高|最低|平均最高岸低平均混η差

1月 -1，4 -10，2 ，-5:5 8，7 _4，: 21 "，1:9 7，4 

2 -0，4 -'，9，5 一、4，7 10，5 -2，1 3，7 8，4 

3 3.2 -5 31': ，~l， 0 13.0 1，4 6; 7 〆7，7

4 10.8 0，7 5.7 17，4 7，4 12， ~ 6.9 

5 16，9 5，9 11，3 22，2 12，2 16.9 5，6 

6 、21.0 10，9 15，5 24.4 16，4 20，0 4.5 

7 25，0 16，0 20.0 29，1 21，5 ~..\5 4，5 

8 26，6 17.，5 21，7 
2297..9 0 2119 19 

25，3 3，6 

9 22. ~ 12，0. 16，1 2 22，7 5.9 

10 16.2 5:2 10.4 ，20，1 12.6 15.9 5，5 

/ 81 3，6 6，1 10，3 6.7 
112 1、ゆ

1，4 
六-0676 
一2.6 11， 7 一0，3 5 ヰ 7，8

; 10年間〈最近〉の平均

J平均より少ド月は 9月 (4.6%)、10月 (5.5%)、4

河 (5，9%)、11月。 4mDE旺であ予。
その他の月 (2月、 3月^5月、 1月、 12月}は、 lほ

ぼ乎均値である。

， u占季節別にみると、秋季 (.9，、 10、11月3が16:'5%
1と著しく低いのが特徴であり、春掌 (3、4、， 5月〉が

それに続いて:22.8%と低かった。

うi夏季 (6、7、8丹〉が31.1%と最も多く、冬季 (IZJ

1， 2月う <d29.2%をじの寸点が札幌と奥る。 、i

、量〉以上のことが、ら、北緯約35度の比較的4季の暖か

い葉京、埼玉、川崎地区ピ比べZと北緯約43度の冬季が

燦い札腐ら方が冬k_'s.i:Oーが多発する特徴のあるこ
とが分る。海外白報告では冬季に多発?する傾向で合致し

七いるが、とれは札幌rより:鉢度が北に傭つでいて、 4与の

寒芭がさ611主厳1ふいためと推測され'る正〈第4デ 3表2
:'(31 死亡発見時期n第ぜ-4表子{
①全体からみると -/'<'. 

i)、知亡。Eじい持r<!lo)不明りものが62例 (25.O%)
を占あでやるよ'

..)，24時間分類でみると、(最少は A.M.7の3例がら

最多の P，Md"'-の13例まで各時間に分散してい主、，特

別に高い時閥帯は芯い"

直)1日を四つの区分A(A.M.O一歩6)B(A:M，6， 

→12)〆 C(P:M、U→6Yb(p:M、6→12)¥，IO分けてみ

セ t~ 死古発見の%は、岳0.0""，17:3%の関E分散Lでい
て、特異な時間帯はみられなかった。 ピ

(41 発病別死亡まで町時間〈第 4~5 表〉

第4"，，4褒死古発見時刻 円、「

死亡 男
主. 許制発見時刻 ，NI % 対¥.% 
N6i % 2 

lAM 3‘"2，'1 31 ，'2目8

2 11 '0.7 :31. 2，8 41 J， 
3 41 2;9 51 ，4，6 

4 41 2.9 41 3.7 81 3.21 (43 ' 17.3 

5 61 4.3 ~I'、 P ， 9 71 2，8 
6 61 4，3 2，8 9 司6

7 31 2:1 。。31 1， 2 
8 61 4，3 4 3. 7 101 4，0 司

9 6 4;3 11 0，9 7 2，8 

10 E 
12 53 -1 .7 

1 1. 9. 10. 4， O. 
48 19，4 

6，5 11 3 l 10 4.0 

12 5 6 、3 2，8 8 3，2 

lPM:li 6 : 4:3 1:~7 6.15 13 5，2 

!.2 ..1 5 '，，3，6 2:'8 8 : 3， 2 

、3 2 1.4 5 4.6 7 2，8 
1印， 20，21

4 4 (: ，2:!9 信、8 7:4 12 • 4，8 

5 4 2.4 9 1 02.8 9 
51 2，0 

6 2 1 3 5 2，0 
、ーへ 1、

口
， ，、予 ， 

てI 3 2，.1 iJ，，7 . 7 2.，8 

、8 5 
326 1 
6 5，6 11 42 4 民、" ‘ ..'  

9 3 3 
で2主87 
6 
24 8 '45勺 18，1

10 3 2，1 
42 L 4 

7 
、1.9 9 11 7 5，0 3:6 

(1_， 

12 3、2;1 '2 1.9 51 2，0 

記なし 3S271;1MZOSJl1t6U00 62お 01 62， " 25.0 

計ノ 1401100，0 、2481100.01248: :100，0 

f.:，(斜計支持均株主吟楠 i

F2語|叶対寸す旧友
~P~l 時間

内-:-'12，1{.

_~4 ， 11 

24時間以上

不詳

記なし I

計 l

アて~寸 一一 、y
①全体からぶ，~，年代、'\<~ 、

i)記なしが248例中9i例、(36，6%)ι約%を占め、

これを不詳の32例(12:9予6)を合去っせ:Qと、 45忌%ど約
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半数は発病から死亡までの時間が不明確ぜあったが、こ

のことが突然死の例の特徴のーっともいえよう。

ii)発病から死亡までの時間を明記したものの中で

は、 1時間以内が22.2%と最も多く、ついで12時間以内

が10.5%、それ以上むものが計17.8%であった。

量〉発病別死亡までの時間が1時間以上となっている

ものは、その病気が死亡を予測する程には盛〈感じられ

なかった病気であった。

(51 死亡の場所(第4-6表〉

第4-6衰死亡場所

男 女， 言十
死亡場所

NI%  NI%  ~___I % 
病 院I 40 28.6 77 

診療所 10 7. 1 19 7 

助産院 。 。 。 。

自 宅 661 47，1 491 '45.4 115 46. 
その他 12 8.6 5 4.6 17 6 

記なし
412011 86 

8‘7.4 20 8. 

i計 1401 100.0 108 100.0 248 100.01 

①全体からみると、自宅での死亡ヵtj6.4%と約半数

を占めているが、これは死亡している状態を発見したた

めであろう。ついで病院の死亡が3LO%で、このこつを

合わせると77.4%に及ぶ。以下、診療所て7.7%)、その

他(移送車の中 etc.)がある。

(61 解剖の有無〈第4ー7表〉

有

無

①全体からみると、解剖されたものは、 248例中95

例 (38.3%)である。あとは解剖されなかったと解釈し

たものが18例 (7.3%)であり、記なしが135例(54.5%)

であった、しかL、この記なしは、すべて解剖なLと解

釈、てよいと思われる。

②地域別にみると

i)来京都では判明した140例中85例 (60.7%)

u)埼玉県では54例中1例(1.9%) 

量〉川崎市では25例中5例 (20.，0%)
iv)札幌市だは宮9例中4側、(13.8%)

が解剖されていて、 S.LD.の解剖されているものは、

東京都が最も多くついで川崎市で、札幌市と埼玉県では

極めて少いことが判明した。

③解剖された場所は

ひ東京都では、主に監察医務院で、少数が大学病院

て行われている。

u)埼玉県では、総合病院に於いて、

温〉川崎市では、 2.-3の総合病院で

iv)札幌市では、大学附属病院及び、総合病院に於い

て行われている。

。)死亡原因
① S.I.D の死亡の原因を、主に臨床診断で分ける

と、〈第4-8、9表〉

第4-8衰突然死の原因

計
原 図

N I %-'¥ ~-I % r'll % 
全身性感染症 51 3.1 31 2.2 

感 目 21 1. 2 51 3.6 71 2. 

気 管 支炎 81 4.9 181 6 

胴1 炎 331 20.4 17.3 571 18到

l由 化 耳之 良 5 3.1 1 O. 7 6 2.0 

勝 疾 忠 6 3.7 7 5.0 13 4.3 

、肝脳*心る臓臓記に載関係rrrr のあ
1 0.6 3 2.2 41， 1. 3 

201 12.3 211 15. r 411 13.6 
31 1:9 41 ' 2.9 7 2.3 

腎 臓 fI 。 。 2 1.4 2 0.7 

箆 怠 681' 42.0 461 33.0 114 37.8 

そ の 他 3 1.9 8 5.8 11 3. 7 

記 な

司ミ 詳 61， 3.71 51 3.61 111 3.7 

計 1621 100.01 1391，100.01 3011 100.0 

本心疾患は10倒

i)最も多いのが、窒息<037.8%、ついで肺炎(18'.9

%)、心臓疾患及び心臓に関係のある記敏(13.6%λ 気

管支炎 (6.0%)の順である。原因が不明のもりや、記な

しりもりが少数あった。

u)窒息114例D中では、吐物吸引が49例 (43%)で最

も多く、ついで、ふとんがかかったもの24{IIJ(21%)、う

つ伏せ寝によるもり16例 (14%)の服であり、少数なが

ら、異物による窒息、首のしめつけ等がみられる。そり

他は16.7%だが、これは、箆息原因についての記なしが

ほとιどであった。
量〉死因が心臓に関頃ある症例は、 41例(13.6%)にみ

られたが、そり症例をさらに分析すると、〈第 4~10;;提〉

の通りである。

①解剖されたものは10例 (24.4%)にすぎない。

- 40ー



内藤~松島:小児の突然死10関守渇研究

一

一

全

ι
一

-
2
F
L
i
t
F一
段

i
i
h
i一
一
九
一
一

γ
一

向

U7マ
不
一
郎
一
九
時
一

7
M
1
7一
一
下
印
刷
刊
誌
一
J
一
一
一
一
八
一
千

Eは
弘
国
間
同
「
比
医
院
医
戸
ト
ー
、

然

M
-一一

E
h
-
-匹』
H
M
l

安

J
灸
一
一
恥
L
i
-
-
…
一
良
十
症
腕
γ
一
息
一
一
炎
一
一
決
炎
1
R
4
1
m
ア
九
積
一
窪
行
忠
~
炎
炎
一
ナ
一
変
一
れ
い
川

一
一
肺
ー
膿
一
、
、
一
1
-
-
H
一
良
性
ι

一
一
-
一
一
日
一
一
一
!
j
i
l
l
i
腸
i
i
!日
j
f

一
応
一
干
ム
一
肝
一

F
i

夜
一
3
1
1

L

一
副
船
一
-
一
ー
不
一
ぃ
利
性
↑
一
一
‘
二
-
t
j
防
削
除
叫
岳
…
間
一
疾
一
肝

M
レ
肝
〉
ー
ぃ
一

恥

A
性
一
一
ー
一
化
一
一
ι
u
m
一
1
↓
1

一
i

i
准
結
一
際
J
一

I
一
臓
一
一
位
M
i
I
一
性
一
1
1
Jい

山

J
J
発
一
一
一
ト
!
日
一
ハ
ィ
化
一
一
↑
れ
i
j
i
-
-
死
戸
}
爾
!
?
一
一
一
ι
1
ー
汁
一
一
J
L

一
間
ー
多

-
i
-
一
消
一
一
消
一
消
一
勝
↑
腹
i
腸
一
小
大
藤
下
一
都
跨
一
腸
一
肝
一
急
盟
メ
胆
一
y
L
ー
ト

一
ぃ
…
一
症
蜘
附
感
一
乞
嚇
僻
一
目
一
胃
会
随
一
…
炎
一
炎
¥
J
支
一
同
時
一
一
次
一
一

1
一
白
川
、
一

一

常

一

一

諜

一

一

村

山

口

一

一

一

支

-
j
d
F
t一
一
一
巾
一
ト
(
ル
一

獄
、
例
i

あ

発

土
ι

A

、

J

、

な

わ

L

心

全

が

臓

を
U

が
、
ち
で
ρ

主

錦

町

、
J
i
、
闘
が
刷
、
例
め
よ
白
、
図
，
目
、
分
、

は

も

死

4

3

1

一

t

い

死

一

ベ

ニ

て

J
'
れ
か
の
例
ノ
町
、
内
v
-
P
K

八

、

延

け

ご

し

性

長

江

%

〆

れ

宮

、

き

J
此

1

ゑ

。

次

由

、

、

品

川

す

っ

J

主

ぐ

に

れ

み

一

全

で

符

じ

に

、

に

一

る

つ

，

、

ら

す

に

不

自

甲

山

町

M
M

例

え

ニ

み
当
臓
蹄
，
い
中
J
、
川
町
山
U
一
疲

b

k
の

脈
問
吋
叫
弘
明
、
ρ
体

制

批

祉

問

日

4

m
一
%
じ
更
い
A
D

倒
(01
さ
τ

数

、

の

M
J
2

M
が

沿

果

。

写

ζ

1

，
M
W

認

延

桁

他

〕

表

?

ヒ

飽

F

、

る

れ

一

司

昨

2
4、
確
をi

品

目

h
u

一
マ
の
で
あ
き
、
土
U

患

は

が

変

あ

そ

ヂ

一

r

臓

例

白

で

J

剖

る

疾

で

、

国

病

治

と

一

4
、

1
心
経
い
明
解
せ
ァ
。
心
」
も
死
革
ρ

り
息
、
¥
第

と
例
一
な
不
色
わ
r

る

な

う

て

れ

逝

窒

ド

全

緩

い

は

例

、

合

、

な

か

り

し

さ

白

を

一

道

リ

不

器

て

か

4
9
と

と

ら
L

例

剖

定

表

図

ι
娘

r
a
心

あ

れ

否

~

の

例

明

男

死

解

挽

9

死

と

地

係

吉

か

良

e
m
伺

不

《

然

と

一

搭

@

関

剖

た

亦

¢

因

⑧

突

②

た

4

悶

み

①

に

解

…

つ

育

記

死

，

全

つ

第

1

，
 

ベ
-
一
計
1
1
4
1
J
l
i
f
-
-
i
N
-
r
i
i
¥
i
γ
-
i
J
J
ι
一

目
r
b
r

一
~
計
一
♀
一
ー
…
l
¥
i
J
F
ソ
川
、
ー
戸

J

一
一
ペ
バ
ペ

1

~

:
の
一
:
一
l
i
1
才
斗
4

4

J
ホ
叫
4

d

4

叫
A
1
1

h
y
例
一
円
一
日
市
ρ
一
lf
ム

り

J
J
i
J
一
一
i
i
、
一

3

一

工症

T
l
T卜
1

一4
4叱
1
1
1
1
1
1
1
ザ一

h

F
♀
『
ド
い
い
い
わ
;
1

1
瓶
一
一
館
一
A
o
-
-
f
1
J
¥
J
1
1
0
一
川
1
一
l
l
J
h
l
t
5
一
…

J
3
 

E

i八
一

-
-
0
0一
日

ι
1「

c
tぺ
2
h
u
ー寸

U
i
百
円

加
一
+
一
宅
パ
一
J
L
i
J
u
l
-
-
i
i
ー
や
け
!
日
戸

川
山
一
剖

T

A
可
叫
十
件
ヰ
q
dサ
ー
ヰ
吋
叶
叶
-

tm
一
解
一
$
?
~
パ
山
一
下
、
一
ベ
ハ
ゾ
一
u
y
j
九
一
一
¥
一

咽
一
l
i
i
白
判
叶
判
別
剖
則
判
制
副
副
J

、
一
山

十
一

f
u
l
l
~
市
民
ホ
火
!
欠
陥
m
J

筋

ι
一

覇

J
a
-
一
マ
ヘ
弔
心
一
一
背
限
一
一
踊
…
一
民
目
。
心
と

一
一
，
l
白
抱
一
町
中
人
u
u
h筋

t
z

ト

一

〓

臓

一

肺

い

ん

リ

-

山

r
F

一
H
j
J
一

M
一

人

一

J
f
J天
一
臓
室
房
長
1J

股
一

E

U

U

心
一
心
先
一
心
心
心
一
京
一
一
沿
化
ハ
、
一

4 、

ーーし41・ー



日本総合愛育研究所紀要 第9集

第4-11表 札幌市と東京、埼玉、川崎地区におけるS.I.D回目頻度

キL 幌 (61，325人〉 東京、埼玉、川崎(376，717人〉 計 (4銘，042人〉

窒 息|その他| ~t ~ ヨL 息|そり他| 計 窒 息|その他| 5十

例 数 3 26 29 104 115 219 107 141 248 

乳児I/D人S• 口
S I数/.D乳.1人当り

20，442 2，359 2，115 3，622 3，276 1，720 4，094 3，107 1，766 

児1万人 0.49 4.24 4.73 2.76 3.05 5.81 2.44 3.22 5.66 

第4-12褒月令差と死因〈地棋別〉

、 ヰL 腕 東 京、川 崎、埼 玉

守引苛引 N1%
窒息死 そり他 員十

N 1 _% 1'11%  NI%  N % 

6ヵ月未満 31 100.0 20 79.4 73 70.3 871 75.7 1ωI 73.0 183 73.9 

6ヵ月以後 。。 6 43.6 31 29. 7 281 24.3 591 27.0 651 26.1 

音I 31 100.0 26 100.0 104 100.0 115 100.0 219 100.0 248 100.0 

第4-13表季節差と死因

札 幌

軍 海宝LLfそり他H7窒息死その他 計

NI%INI%  NI%INI%INI%  

品、
96.6 111 42.5 281 26.9 351 30.5 631 28.8 761 30.4 (l2~2 月〉

春 。。61 23.0 61 20.7 211 20.2 291 25.3 501 22.8 561 22.6 (3~5 月〉

(6~夏8月〉 。。8! 30.7 81 27.6 351 33.7 341 29.4 691 31. 5 771 31. 3 
秋 11 33.4 l 3.8 2 6.8 20 19.2 171 14.8 371 16.9 391 15.7 (9~11月〕

言十 31 100.0 261100.0 291 100.0 吋100.0 115 100.0 219 100.0 248 100.0 

i )札幌地区では、窒息による死亡が極度に少し乳

児人口 1万対0.49(S.I.D. 1人当り 20，442人〉となり、

東京、埼玉、 )11崎地区の2.76に比べると、約%の頻度に

すぎない点は注目に値する。

ii)その他の疾患では、札幌地区の方が東京、埼玉、

川崎地区よりもやや多い。 (39%多い〉

② 月令差〈第4-12表〉

i)製息死群とそめ他の死因時の間には、 6ヵ丹未満

と以後自発生頻度の差はみられなかった。

③季節差〈第4ー13表〉

i)窓居、死は、札幌町3例では冬と秋に発生し宅いる

が、東京地方では、季節差が極めて少い。

員〉これに対して、その他の群には、季節差がみられ、

札幌市では、冬に多く (42.5%)、ついで変 (3日7%)、

春 (23.0%)の服で主主は著しく少い (3.8%)。東京地方

でも、冬 (30.5%)と夏 (29.4%)に多く、ついで春

(25:3%)であり、秋 (14.8%)が少いが、札幌市より

季節差は少い。

(9) S.I.D.の死亡前の状態(第4-14表〉

東京都及び札幌市において、保健婦の家庭訪問によっ

て死亡前の状態が明らかになったものは132例〈男75例、

女57例〉である。〈第4-14表〉

①湿疹の有無.湿疹のないものが96例 (72.7%)と

大半を占め、記なしが28例 (21.1%)であって、はっき

ー-42-，一
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第4-14表 S.I.D目の死亡前田状態、

奇形の有無
男 女 ・計

Nl % fNL 倣 NI%
有、 21， 2.7、 51'8.81 71 5:3 

無、，39 咽52.01' .， 251 ' 43. 9 、641 48; 5 

記な¥..1 '341 '.45.31 "271 ，47.31 611 46: 2 
計 7510001571'10001 ' 1321000 

身体的無異常 男 女 | 計
の有 N 961N 961NI%  

有 151 20. 01 131 22. 81 ， 281 21. 2 

無 39152. 01 ，201 ' 35， 11' 591 44. 7 
不明 01 ，0 J' 11 1.81 i、 0;8

記、なし 211 28. 01" 231 40. 31 441 ，33. 3 

1 ，Z十戸 751c0.0、ハ 57100.01 1321 1oO.0 

湿疹有 男iliz十の無 N ，1l % I.:N11 %.1 N ・|%  

有 '31 4.01 41'7.01 "7、 5:3

無 551 73.31'，"，411' 71. 9 吋72.7
不明 01 '01 .11.'1.81 '11: 0.8 

記なじ 171 22: 71' '111: 19. 31 281" 21. '2 

計三、 75lo0"01'571 10001， 13210O.O 

り有のものは 7例 (5.3%) にすぎなかっ t.:.~'"

'@外表奇形の有むもめは7例 (5.3%)と少ない。
λ③:死亡前に身体的異常の有ウたものはお例(21:'2%)

第4-'，015表十死亡前の感冒症状の有無と号。内容

男 女 一計 3| ||  風邪の症状 N I1 % 1-N 1|、% 1-N 1 1 % 

有 251 3'3. 3 、301 52.61 551 41. 7 

無::'，221，:::29.31 : ，'" 91.: 15. 8 、311 23: 5 
記な:¥.. 1 : 281. 37.41. ' l81; ，31. 6 、461 34.8 

言十 :，751100.01 :， :5710100.01 ，: 1321 10，0.0 

.i 〆日

j t 男 女計

}建状の内容、 Nl'._'， I1 %I'N'i % [N  1 | % 

熱 181 21.71 151 19. 01' aill 'Zo. 4 
咳 81， 9. 61 101 12. 71' 181 11. 1 

鴫息 λ11' 1.21 81 10.11 ":'91 5.6 

'li〆止 131i5. 71 "101 12. 71 231 14. 2 

その他:i19つ22.91 :， 191' 24. 11 . ，: 381 23: 5 

記なし'，:241::28.91:，'171:21.41" 411 2$，2 

計 BSI'00079loO.01， 16210o-0 
，ハ

⑤ lその内容を延数でみると (162件中〉

，oi)熱(骨肉S件主20，.4%)，と最も4与しついで曜吐23

件く14.2%)、咳18件 (11.1%)、鴨鳴9件 (5.6%)り願

であった。そり他(ネ気鎌、下痢、ete)lも38件(23.5%)

にみられた。
、、

⑥¥それちC症状、が死亡前いうごろから発現¥..1.こみ?
(第4-16表〉

、132例中、定i仮定し抑制 (36.3%)にもみ6がたが、
て1週間以内記発境しだ主的:ω例(51.5%)と最もタミ、

であり、その他のものは、無 (44.7%)と記なしく33.3 2週以上のものは合計しても15例 (11.4%)にすぎなか
%)であった。 i~ 日，、、ょった。 、三

@死亡前1ヵ月以内に、カゼ症状りあったものは、 日目 栄援方法とり関係(第5ー 1表〉

55例 (4l.1%)で、なかったもり31例 (23.5%)を上回 S.I.D 例。栄養方法との関係を知る目的，"C<;.家庭訪

;っていた。'(第4よ15表) 関を行った132例につきぐ分析した。

ee':'ι? 、 4 勺 i

第4-16装死亡請の症状発現時期川 λA

男 女 1>1計古川 不明、記なじを除三%
症状♂発現期

%_1 "， ，<J
N % ごN

、
l' % N ，.% 

川死亡前1週以内 36 4川8O0 A 

35 2 2 1 

56818 1 68 61;5J 
、658 
，.，. in::g 

t ι388 8 ' JZ s 3f 11 
。 5 '6、0

11 1 1.3 。 。 1.8 。
，">'、一511 

4 11 3.5 5 3. ;:1 : to 3 4.0 

4週以上 γ 2 2.7 2. 3.5 場 3:0， '4、 :4:8 

不 明 1'， 1.3 。 。 に1 0.8 

記 iな し 33 44.0 15 26.3 48 1 36.3 

計 75 100.0 57 100.0 132' 100.0 '083:主・

-43-
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第5ー1褒各週月令に於ける栄養方法とS.l.D.
111 生後1週間

|栄養方法

白〆

l母

i混
人工

不明

，記なし

|計

121 3カ月

手L
合

勾
4

l川
w
v
l
l
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叫
l
J
q
d
l
l
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l
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N7%|NT%旧7栄袈方法

母 乳 3 4.0 81 14.0 11 8.3 

混合 7 9.3 2 3.5 9 6.8 

人 エ 151 20.0 111 "19.3 261 19.7 

不 明 1 1.3 1 1.8 2 1.5 

記なし 491 65.4 351 61. 4 84 63.7 

計 751 100.0 571 100.0 132 100.0 

①死亡例につき、 1週間、 3ヵ月及び死亡時の栄養

方法を男女別に算出した。

②栄養方法D母数の鉱出方法は〈第5-2表〉りょ

うである。すなわち、

i) 東京都、埼玉県、札幌市町、 8~365日の乳児総数

は389，311人〈男児200，681人、女児188，ωo人〉である。

131 4カ月(死亡平均〉

栄養方法 男|女附す
~ % I-N 1_% 

母 手L 7 9.3 71 11. 3 141 10.2 

混 合 101 13.3 1 1.6 11 8.0 

人 工 291 38.7 301 48.4 591 43.1 

離乳食| 3 4.0 91 14.5 12 8.8 

記なし 261 34.7 151 24.2 411 29.9 

計 751 100.0 621 100.0 137 100.0 

ii)こむ{直から生後1週め、 3ヵ月、及び4ヵ月の栄

養方法の記なし及び不明な%を除去した。

面〉残った数字〈男女別〉につき、昭和43年、東京都

調査の母乳、混合、人工の%をかけて算出した。

iv) ただ。死亡児は 0~11ヵ月まで分布しているので

死亡時における栄養方法の分析ができない。そこで、平

均月令官出してく4ヵ月〉そり月令における母数を計算

した。

③ 以上町方法で1週間、 3ヵ月、 4ヵ月時ゎ乳児人

口1万人対Q)S.l.D.を算出した結果

i )生後1週間の栄養方法

a)全体からみると、母事L4.621"対L、混合(7.37)、

人エ (8.98)は、ともに高い死亡を示している。すなわ

も、母乳1 混合1.60:人工1.94である。

b)男児は、母乳 3.61に比ベ、混合10.54、人工9.95

であり、母乳1対混合2.92対人工2.76となって、 S.l.D.

例。発生がl週目における母乳栄旋児が最も少なく、人

第5-2表栄養方法別 S.l.D.頻度

収己
男

母乳|混合|刈計 母乳|混合|人工|計母れ合|人，エ|計

l 乳 児 数 22，147 12，337 16， 080!50， 564:23， 333110， 709115. 0曲'!49，12245，480 23，046 31， 160 99，686 

週
突然死数 8 131 " IS 37 13 4 11 28 21 17 27 65 

対1万人突然死 3.61 10.54 9.95 5.57 3.74 7. 29 4.62 7.38 8.66 
間 母乳に対する率 、 1 2.92 2. 76 11 0.67 1. 31 l 1. 60 1.87 

3 乳児数 Ill.5G78;Q30 15，227 34，764 13，263 7，463 14，642 寸叫広d1J!?突然死数 3 7 15 25 8 2 11 111 9 

" 対1万人突然死 2.61 乱72 9.85 6.03 2.68 7.51 4.441 5.81 

月 3.34 母乳に対する率 1 3.77 1 0.44 1. 25 11 1. 31 

4 手L 児 数 18，918 14，124¥31，745 64，787 24，573 14，467133，661 72，701 43，491 28，591 65，406 137，488 
月カ 突然死数 7 10 29 46 マ 1 30 38 14 11 59 84 

(平死均亡〉
対l万人突然死 ， 3.70 7.08 9. 14 2.85 0.69 8.91 3.22 3.85 9.02 

母乳に対する率 l 1:.91 2.47 11 0.24 3. 13 1 1. 20 2.80 
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工、混合が丙Lい、冶0' ~ ;l，♂ !ワλU 二t守D手冷で ， ，に以ニ示大 J、必、仏、え第五ぞTでvι邑褒、J生下時体霊とと寺s
cο)t児でばJ母手乳h伊5.ι♂5貯7に比ベ、!混合3.3'釘7、人工，7.29
となり、I母乳1対混合'0.61対人工1.31で、 1、週l自民おけ

る忌I.D.可D発生か、母乳に比主主て、混合は少〈、人工
が高い。， ィ、

， li')生後3ヵRの栄援方法♂，_，;' i." ;!i 

a)全体から司えると、母手L4.44に対して混合 (5.81)

λ主(8:70と、どもに商い値を示L定いるJすなわ宅語、i
母乳yi対混合1，31対人::E1.96で証言らたb

b)男児では、母乳2月号民比べχ翼合8Yえ人工9，85
と高く、母託1対混合3.34対入工3.77と徒主た。

c)女児では、母乳6.03に比べ、:混合2.68と低く九人

工は7;51 e:)高い。母乳1狩混合p.44社人工i.'25どなっ
た 。~

量〉死亡児の平均月令4ヵ月で比較すると

'~'~)五件か 6ぷ主主、J 母手L3. :l:iに対して混合3. 郎、人
斜P4人土、市く附く;悌i混合月九人工
号qq:せあ竺た。
iv)死因別に3ヵ丹(/)栄養方法を明記していた46例で

比較すると、安息菊と号己句他、の旗開と今「司には差がみら

れなかった。 一
v)架議決1車は思議の記載によふが、記なしが鉛 5
%を占めでいて、。参考にならながったぶ記載のあるもの

7fR士、栄養状態が普通ρもりが多か?た。〈第5'，d 表〉
" uu生下時体:，l!t(銭5-5表2': ι 

ぃ .o認軟なじJカH31例中50例，，37.9%)にもみちれた。
'，.b)記載のある}もりの中で，時、低体質児が13例 (9.8

母晶、
町、

fAI 心工
、，.1託
". i'， 

〆..'，<'

i ;叫

l 男 女 ノ\咋~i(_\\ 九二

生下時体重 " 

ぷ ....¥:. 刊誌I::.，，'~ 引〈|勿]N州;ilm
<2.∞Og以'J'，f;.:'11-'" a:w .' " 51''-' 8ι:Lロ，tl.，:..4.'5 
......-2.'5∞g 1 31 4.01 '41コ7;01:;;-;;PI :' .5，: .. 3 
守号，.qoog.J(' ，，141 .18、7J:，-':-，、61:問、gぃ、，201，1，9.2 

~3， 500 g 1 141 18.7ι ，f61'， ??，1 オ01.:鈴 7
~4， 000 g 1 91 12.0i 71 .12.31 ，161 12. 11 

4， 000g以上三二日3F~:~Y4for-~~:!:?，:b!0トで。てLL省・ 12.31

記 言な十 L A375A1弘 5骨、一l一o3一3op一早óF川JUfu1LW3、 --2J1031R~， 9 O 
'M第1;:2'8青島=..':.だヒ発見時り議録~:7ぃ A

2EP臨時出」1持
J昔、七仮定l'γ¥7虻:61:)，o. 51.. ul )併営A
仰むけ11司 20:叶， 141 ":24百rセ司令主唱1'49:21 
横向き|三週t357;豆、1"'3'51 :'咋司 副
そり他|剖.j叫!日誌 7.01 すI 司
記法し1421 拡 ol..3il 54:41 ]31 55. 31 

♂計ス|制 lO止d苦汁10O.011321100. 01 

';~ • i) 、 1ふL ιι ，~議勢話死因込

.'、， " 、、も“「‘， 6‘，、ザ J・屯 f4 ，L" 
箆息|鼎 ..-:~~ 
)、NI下91 、旬、Ii，*，

、壊、 局ヵ許月月末五iJl満上 じ1?1..~5. <:1，、 わ 14..31: ，1.4、eIC、二1:1、∞
、

8ヵ 4五O.01 11 20. 01 5…iob 
位t よ': IU-.:jj ，.-1:116抵402.. 31 '15.08l !日191::e1ω
、伸、 '6'ヵ月封満y.iol 143.5山!31.:56. 5プ231 100 
L臥.q6効月以:上 Ui:.31"-'(5日01-"31 50.01:主61 100 
位計 131 44;81. 161 5521 .29100 

全襲 6ヵ月未満 1，21 (鉱61'，'i;k:江沿へiオ 勾00
話戸 面白、月以どa ヘ21;'50:0号".:21...50:¥01，'久4lj"，'too
。計 436.4:;71<636、lWC100

総川崎|市同司お卜泌1ぬirt00
...- ・晶、守主，--"，、“、 む 句 l 晶、 _，.I__ 司 、、

%)にみられたことが時般の低体震児め%よJりも宇ぞき佐

い傾向がある'o5;L-かじ決定的たはなb、o. .;;'(: " も

ω 姿勢《錦 5"""6 表)，~ ぐ、'¥;• ~~日.'-~

、，a;テ死亡時り星雲勢にさ2叫.i'C記なeが55¥.3%も占めF亡し、
る。 、::'r.、仏 j';L'~)'\::{>' コ五、 ('，'， '."λ 

b)判明した59例では、，仰向げが49::亙%と高4、与つ

ぶせが19例、て320:2%);，ぜあ;;.;.tこぶすす正あち，.~世間浩司 y、
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コミが報じている程にはラつぶせ綬吃の死亡は多くない

ことがわかる。

c)姿勢と死因の関係〈第5ー 7表〉

i)践位で死亡したものは、窒息死群に圧倒的に多く

(8.42%)、仰臥位で死亡したものでは、窒息とその他の

死因とが相半ぼしていた。

ii) 6ヵ月で姿勢を分けてみたが、月帝別と姿勢との

聞には関係がみられなかった。

lV . S.I.D.例の社会経済的状況調査

1) 経済状況

(1) 家庭Dおもな職業(第6-1表〉

記なしが26.2%と、最も多かったが、いわゆる“ホワ

イトカラー"と、いわゆる“ブルーカラ-"が約rUずつ
〈各々 剖 6%、剖 2%)を占めている。ついで臨時日仰

いグラスが14.1%、自営業が9..3%であった。農業、兼

農は少なか!った。しかし、これらの職業の母数が不明な

りで、職業別の%の比較はできなかった。

職

Z草

書長

第6-1表家庭の主な職業

;|:!::j:|::l 
自営業1141 10.叫叫 8.31 2司 9.3

いわゆるホワヨイト 1，.1 'n. ，1 ""1 "̂ Î ，，1 州

日γ1341 24.剖 2司 25.01 611 24.副カラー l 可 "'1 ""1 "-"J，vl 汁 引

いわゆるデルーヵ 1，，1 ̂̂  X 0.1 ':.，， "̂I ，，1 
ラー 1 2可20・可叫 28.71 6司 24.2 

臨時、日鹿い 11叶 12.11"1剖 16.71 351 14. 1 

記いな し1 441 31. 41.刈 19.41 倒 26.出

計 11401 100. 01 10副1∞.012481100.0

(2) 生活程度(第6-2表〉

保健婦が家庭訪問の際にうけた生活レベルの印象をも

とに分類を行っアてみた。

①全体からみると、記なしが.58.3%もあるが、残り

のものでは中が34.1%で大部分を占めていて、下 (5.3

%)や上 (2.3%)は少なかった。

② 男女別にみても同様の結果であった。

(3) 知的レベル〈第6-3表》

同様に保健婦の印象で分類したが、表の如く、生活レ

ベルの結果とほぼ同様であった。

(4) ABCD 階層〈第 6~4 表〉

階層別にみた結果も同様に記なしが沿68.2%も占めてい

第6-2表家庭の生活レベル

男 女
生活レベル

NI%  NI%  NI%  

上 3 4.0 。。 31 2.3 
中 231 30.7 221 38.6 45 34.1 

下 3 4.0 4 7.0 7 5.3 

~-aなし 46 61. 3 311 54，4 771 58.3 
言十 751 100.0 571 100.0 132 100.0 

第6-3表家庭り知的レベル

…寸7叶計寸7

;Ll jjj jj16; 
第6-4喪家庭の経済状態

男
階 府

N[%  N[%[N[%  

λ 1 1.3 。! 。 11 '0.8 
B 7 9.3 2 3.5 9 6.8 

C 91 12.0 101 17.5 191 14.4 

D 7 9.3 61 10.5 13 ♂9.8 

記なし 511 68.1 391 68.5 9日 68.2 

昔干 751 100.0 571 100.0 132 100.0 

第6-5表住居。種類

男 女 苦十
家屋の種類

N[%  NI%  

独立家屋 151 20.0 101 17.5 251 18.9 
→*~おヨaアパ-
ト '11 14.7 91 15.8 201 15.2 

鉄筋 11 7 9.3 91 15.8 161 12.1 
記なし 42 56.0 291 50.9 711 53.8 
計 751 100.0 571 100.0 132 100.0 

る。ついでC階胞が14.4%、Dが9.8%、Bが6.8%でA

(0.8%)が最も少なかった。

2) 住居状況〈第6-5表〉

①住居の種類

a)全体からみると、記なしが53.8%もあるが、あと

は独立家屋が18.9%、木造アパート15.2%、鉄筋アパー

ー-46-
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第6-6表 アパート居住者の居住階層、

語ア者腐パのー居ト居住
男 INf%.. 旧す!N .1 % 

l 階 51， 27~8 3 16. 引 81 22.2 

2 1/ 
|、 11 61. 1 121 66.-7 23 63.9 

3 1/; 11 "5.6 21 11. 1 31 " 8.'3 

4 1/ 。 。
01-5o 5 

1 2.8 

5 1/ 。 。 。 b 
6階以上 。。 。 。、 。。

記なし 1 5.5 ρ 。 1 2.8 

計 181 100.0 181 100.0 36 100.0 

第6...，.7表部屋の広さ〈盛数〉

部屋の広さ

N7%日す 計

、NI%

4.5、畳以下 1 1.3 ，0 。 11 0.8 

~ 6 畳
ノ

。 。 1 1.8 11，.0.$ 

~ 9 1/ 81 10.7 5 8.8 13 
196.8 7 

121 16.0 ，.....， 12 " 10 17.5 22 

，-..J 15 '" 5 6.7 3 '5.3 
、
8 6.1 

'~: ~ 20 -~， 'Il 、5 1 1.8 61" 4.5 

"....， 25 " 、。I '0 包 5:3 3 I 2.3 
-- 30 " 1 1.3 。 . :0 1 0.8 

30畳以上 2 2.7 31 ，5.3 . 5 3.8 

記，な、し 41 54.6 311 54.21 72 54.4 

ut 751 100.0 57 100.0 132 100.0 

ト12.1%の順である。男女別にみでも同様巧ある。ご

② ヲバー〆ト居住者36例についてみると、 2階が23例

(63.9%)で過半数を占め、 l階が8例 (22.2%)で、

3階3例 (8.3%)であり、他は陪とんどない。 f第6-
6表〉、

③住居。広き〈畳数)(第6-て7表〉

a)全体からみると、 132例中、記なしカt72例 (54.4

%)もみられたが、

。1O~12畳が22例 (16.7%) で最も多く、ついで 7

"，，9畳カ立3例 (9.8%)とイこれにつづき、ついでiS--
15畳が 8例 (6.1%う 16~20畳 6 例 (4.5%)白順であ事。

30畳以上でも5例 (3;8%)にみられでいるが、 6畳以下

は2例(1.6%)と少し、。

ii)性別にみても、ほぽ同様の傾向を示Lているや

b)、家族1人当りの畳数からみると、〈第6-8表〉

i)札幌市ではと 3畳以下の 5.I.D.例はなく、とく

に41.'6%は5畳以上と東京都に比べで非常に広い特徴が

第6-8衰 v 家族1人当り町畳数

1人当り 札 幌' 東.、京ι二、

畳 数 N L % N 1 % I惣f
1.0畳以下 。 。。 1 2 

1.5 畳 。 。。 4 8 1.1 

2.0 11 。 。。 7 14.6 6.5 

2.5 '1 。 0.0 8 16.7 15.7 
Jヘ

3.0 11 。 0.0 111 22.8 10.8 

4.0 11 4 33.4 81 16.7 27.8 

5.0 . " 3 25.0 5 10.4 18.5 

5.0畳以下 5 41.，6 !4 0 、8.4 15.0 

。
、守

司て 詳 0.0 。。 0.5 

計 12 100:0 48i' 1ω.0 100.0 

対照群昭和46年、 l才前後四子どもりいる家庭

2，995件。1人当り白壁数(昭和47年，東京都乳幼児
保繕実態調査〉ι1

第6-9褒部屋数

|男!古
部屋数 N|"，~.， IN1%1% 

1 室 ;;21 : 2.c71. 'i 

2 1/ 1 161 21. 31 9 

3 1/ 81 .10.7 、元4 7:0 12 9.1 

4 1/ 。。 4 7.0 4 3.0 

5 1/ 。 。 。 。 。 ιO

炉、室以主 2 2.7 
、ら〆381 
1.8 3 2.3 

記なし 47 ，62.6 66 臼.4

言十 ，75 100.0 
【‘57100 132 100.0 

.$' 

ある。 一
ii)東京都ピ於いてほ、昭和46年2;995家庭調査<')1

人当。の畳数を対照してみ昇と 5.I.D.群の方が狭い傾

向にあり、と主に3畳以下が出:5%c:対照群担 2%)も

占めでいた。

③部屋数〈第、6-9表) : 

a)全体からみると、記なしが制 4%も占めている

が、記ありでば、 2室が25例、α3・9%)と数も多〈三:コ
いで3室12例 {9t1%〉;であ持。 Jあとは少く、 4室4例
く3.，0%)、1室3例〈土3%)り臓で央る。ただ、ペ6室以
上のものが3例 (2.3%)にみられた。

b) 1人当りの部屋数.(第6ー10表立を明示じだ47例

では、 0.9~.6室が44.7%と最も多4 、ついせ 0.'5 室が

21.3%、0.3室12.8%、1.0室以土10.6%む願であ唱。ιλ

、3) 家族り問題、

①家族構成〈第6-11表)，: む
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第6-，-10表 1人当りの部室数

N 

0.1室以下 。
0.2 室 l 

---0.3 '11 6 

---0.4 ti 4 

~日.5" 10 
'"""U.9 -fI 21 

1.0室以上 5 

百十 47 

第6-11褒家族構成

男

% 

。
2.1 

12:8 

8.5 

21. 3 

44.7 

10.6 

100.0 

記なし
を除く家族構成

、 NI%  NI%INI% ー 上竺
核家族 I '1O! 13. 3! 81 14.0 18 13.6 
" E 231 30.7 181 31. 6 411 31. 1 
被告家族I 11 1. 3 01 0リ ， "1 0.8 

" E 11 L3 11 1. 8 . 2 1.5 
" 皿 2 3.5 5 3.8 

記~な L 49.4 〆2849: 1 65 49.2 

E十 100.0 57 100.0 132 100.0 671100.0 

第6-12表主な保育者

男

女 IN jt % 主な保育者

Jl I % NI%  

母 361 '48.0 281 49.1 641 48.5 

祖 母 1 1.3 。。 1 0.8 

その他 2 2. 7 。。 2 1.5 

記なし 291 50.9 651 49.2 

計 1 751 100.0 57 100，0 132 100.0 

第6"，13表保育所に預けていたか?

預けていた日
預けていな I

、かった
記な L
、計

全体からみると、!やはり記なじが約50%あ昂が、残り

のも自では、 r核家族、Eヵ'，¥31.1%で最も多く、 2ついで核家

族Iの13β%でじほとんEを占めてい忌ら複合家族で

は、 Eが3.8%でや牛肉く、ついで鏡台家挟，tll:q:)，1.5%で

複合家銭Iは0.8%で最も少なかった0);.:， 

② 主なE甫育者(第6-12表》

主な晴育者iを記入していなし、もりは49.2%にも及んで

いるが、そり他では、母が48.5%で、ほとんどを占めて

いる。祖母'1例、その他な2例あるのみである。

③ 保育所に預けτいるかfに対Lて〈第6ー13表3
記なしが68.9%もあった。記入のある分では、通って

いたものは、わずかに3例 (2.3%)にすぎなかった。

V 考按並びに結論

我が固における乳児突然死(S.I.D:と略〉の頒度を知

り、その原因を分析する目的で、東京都〈昭46年〉、埼玉

県〈昭47年〉、 )11崎市(昭46、47年〉及び札腕市 f昭44年

45年、 46年〉において、生後8~365日の聞に突然死の疑

いのある症例を死亡小誤より抽出し、死亡診断書記入医

師及び保健所長、保健婦の協力を得て調査した。

1) 8.I.D.申頗度

111 4地区白総合計438，781の中、 S.I.D.248名であ

与たので、頻度は乳児入口 1万対5.65C乳児1，769名対1

名〉であった。

121 性Z'Jは女児1対男児1.23で、男児に多い。

131 地域別には、札収市町S.I.Dが4.73と最も低し

ついで埼玉県の5.25、川崎市町5.670)順で、、東京都は

6.37と、 4地域白中では最も高かった。

(4) 地区別には、

F ①東京都で怯23区と都下とめ聞には差がほとんどみ

られないが、 23区内では下町地区が最も向くく8区の

許7.36)、ついで都心地区 (9区町計、 6.90)であ争、

山手地区 (6区の計4.94)が最も低率であった。

②埼玉県では、保健所別にみたが、都市型 (U型7

ヵ所〉地区では4.77で、 R型 (12ヵ所〉の6.89、UR型

(3ヵ所〉の6.64に比べて低率である。

2) '，8.I.D.申発生に及ぼす条件
(1) 死亡月帝 1ヵ月が最も向く、ついで2ヵ月、

3 ヵ月の臓で、 0~5 ヵ月のi闘の死亡が73c 8%を占めて

いて、 6ヵ月以後は比較的少なかったことは外国の報告

とほぼ同様である。

(2) 死亡季節

①全体では秋が最も低く (15.2%)、春 (22，6%)が

これにつづき、冬 (31.1%)と:!'L(30:7%)が高かった。

外因。報告では*は高いが夏は商4ない。ごれと比4

て特果的である。

②北緯約35度の東京都、埼玉県及び川崎市では、秋

季が16.5%と低く、ザついで春季が低〈、夏季 (31%)と

冬季 (29%)が高し、。これに比4、北締約43度の札幌市

(昭44"，，46年〉のモれは、秋が6.8%~と箸1.-:<少く、冬
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カ'45%と非常に商いりが特徴である。外国の報告では北

緯45度以北のものが多く、しかもそれらが冬に集中して

いる点から考えると、冬が寒い地域ほど S.I.D.11冬に

集中する傾向を示すものと思われる。

(3) 死亡発見由時刻に特有の時間帯はなかった。

(4) 発病から死亡までの時聞は1時間以内が多く、つ

いで12時間以内の願である。

(5) 死亡場所は自宅が約半数 (46.4%)を占め、つい

で病院 (31.0%)の順である。

(6) 解剖されたもりは248例中95例(38.3%)であった。

(7) 死亡原因は、窒息 (37.8%)が最も多く、ついで

肺炎 (18.9%)、気管支炎 (6.0%)、先天性心疾患 (4.0

%)の臓であった。原因不明が42例(16.9%)にみられ

たことは、解剖されないものが含まれるとともに、突然

死の特徴ともいいうる。

(8) 死因を窒息群とそり他の群に分けでみると、

① 札幌市での窒息発生頻度は、東京地区の約%と極

めて少い。

②窒息死には委節差はみられず、その他の群。季節

差によって、全体の季節差が支配されている。

(9) 生下時体重では2，500g以下の例がやや多かった

(9.8%)が、特異的ではなかった。

ω 家庭訪問によって判明した症例では、死亡前1週
間以内に感冒症状りあるもりが多かった。

凶 S.I.D.例を生後1週、 3ヵ月の栄養方法別にみ

ると、母乱栄養児の方が、混合、人工栄養児よりも死亡

例が少なかった。(例3ヵ月の栄養，母乳.混合1.31 ， 

人工1.96)こり傾向は男児に多くみられた。蜜j息死とそ

り他の死因との悶には栄養方法による差はみられなかっ

Tこ。

ω 死亡時の姿勢は、約半数に記就がなかったが、判
明した59例では、仰向けが49.2%、腹位ヵt32.-2%であっ

た。腹位で死亡したものは窒息死例に84.2%と圧倒的に

多くみられた。 1方、仰臥位で死亡したものでは窒息と

そり他の原因とが相半ばしていた。

ω 社会経済的因子で怯
①家の職業は、いわゆる「ホワイトカラー」と「ブ

ルーカラー」が約Mずつを占めて最も多く、ついで単純

労働者が14.1%、自蛍梁9.3%の順であり、農業は少な

し、。

②生活レベルキ知的レベル、社会階層も中グラスが

多かった。

③家屋り種類やアパートの居住階層には特記すべき

もりはみられなかった。

③家族l人当りの畳数

S.I.D は東京都に於いては3畳以下が剖.5%で、対

象家庭 (34%)よりも狭少である。これに対して、札幌

市り S.I.D例では4畳以上が多く、東京よりも広い。

(5) 家族1人当りり部屋数を明記したもの47件のうち

0.6.-0.9塞が約半数、 0.5室が約20%で1室以上は約10

%である。

以上のことから

1) 我が闘における乳児突然死の頻度は外閣の報告よ

りも低い傾向にあり、大部分自報告の平均りU"，1/6程度

である。

とくに外国の報告とほぼ岡純度にある札幌市~S.I.D

が非常に低い点、注目に値する。

2) 我が国の乳児突然死は男児に多〈、 1-3ヵ月に

4与し、。
3) 北締約35度D東京都、埼玉県、 )11崎市に於いては

零節句コS.I.D発生の差が少し、。その中では夏と冬にピー

クがある。これに比べ、北締約43度の札幌市では、冬季

?と約半数が凍生L、秋が非常に少し、。これは高締度地区

D外国の報告と似た型を示している。

(4) 死亡原因は窒息死が約%を占めているが、感染症

によるもりも多い。

(5) 死亡前1週間以内に感冒症状のもりが多かった。

(6) S.I.D.例は母乳栄養児に少〈、人工栄養児は約

2倍に多発していた。

(7) 死亡時姿勢の判明したもりでは、約半数カ吻臥

位、約30%が肢臥位であった。しかし腹臥位で死亡しで

いたものには窒息死例が84%と多かった点、今後の検討

を要する。

(8) 住居面では家族1人当りの畳数り少いものに多発

していた。

(9) 原因究明に当って、解剖例が全体の約%と少いこ

とは大きな陣容である。今後は地域単位の S.I.D.に関

する原因究明の研究体制の確立が望まれる。
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